
　二口越え最上街道の秋保側最後の行程、大滝から
野尻・二口峠・山伏峠道の見晴台にある湯殿山大権現
碑まで、道ばたの石塔を訪ねます。
　滝原には、この路傍で最も古い年号の宝暦十一年
（1761年）に建てられた庚申供養塔があります。また、
大滝には木食知足上人建立の高さ3ｍもある大聖不
動明王碑や新山大権現碑の他、肥後国の人が願主の
大乗妙典六十六部供養塔があります。
　野尻には、宝暦十二年（1762年）建立の六字名号碑
をはじめ多くの供養塔があります。その中には、施主と
して姓名が刻まれた石塔が見られます。
　二口境目守番所の屋敷跡には、二口という名称の
由来を示す追分石、二口峠（山伏峠）の頂上には、この
街道が塩や魚を運んだことを物語る塩竈大明神碑が
あります。また、山伏峠の見晴台には信仰の強さを示
すように、湯殿山大権現碑が峠道を見守っています。
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　人々が素朴な信仰心を背景に、

その願いを込めて建てた石塔や祠など、

二口街道沿いの道ばたにある神々を巡り、

昔の人々の心に触れてみませんか。

道ばたの神々Ⅴ
馬場(滝原～野尻～二口峠)編

道ばたの神々Ⅴ
馬場(滝原～野尻～二口峠)編

　
二
口
峠
頂
上（
山
伏
峠
）か
ら
西
に
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

山
寺（
馬
形
）側
に
下
っ
た
、峠
道
を
外
れ
た
尾
根
の
頂

上
の
僅
か
三
メ
ー
ト
ル
四
方
程
の
平
場
に
、文
化
三
年

（
1
8
0
6
年
）馬
場
の
者
が
建
立
し
た
湯
殿
山
大
権

現
碑（
出
羽
三
山
碑
）が
峠
道
の
難
所
を
見
守
る
よ
う
に

建
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て
こ
の
石
塔
を
建
立
し
た
人
の
信

仰
心
の
強
さ
が
想
像
さ
れ
ま
す
。こ
の
見
晴
台
か
ら
は
、

山
寺
、村
山
盆
地
、遠
く
月
山
が
望
め
ま
す
。
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❹ 

野
尻
町
南
の
子
安
観
音

　
秋
保
大
滝
方
面
か
ら
野
尻
の
集
落
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
所
に

あ
り
、二
基
と
も
天
保
十
二
年（
1
8
4
1
年
）の
八
月
に
建
て
ら

れ
た
子
安
観
世
音
碑
と
出
羽
三
山
碑
で
す
。子
安
観
世
音
の
施
主

は
子
育
て
安
産
祈
願
の
女
講
中
、出
羽
三
山
碑
は
野
尻
組
中
が
施

主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

周遊約16km
　 自転車　   周遊約100分
　 自動車　   周遊約40分

❶から❽は

自転車での
周遊が

おすすめ
!

　
文
化
十
一
年（
1
8
1
4
年
）の「
奉
唱
念
佛
一
百
万
遍
供

養
」碑
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
自
身
の
往
生
、故
人
へ
の
追
善
、

祈
祷
を
目
的
と
し
て
念
佛
を
百
万
回
唱
え
た
こ
と
を
記
念
し

た
も
の
で
、施
主
築
田
氏
と
あ
り
、こ
の
裏
手
に
屋
敷
が
あ
っ

た
と
い
う
当
氏
の
建
立
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
文
化
十
三
年

（
1
8
1
6
年
）の「
水
神・明
神・山
神
供
養
」と
彫
ら
れ
た
石

塔
の
他
、南
無
阿
彌
陀
仏
や
庚
申
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

❷ 

滝
原
の
石
塔
群

❾ 

二
口
境
目
守
番
所
屋
敷
跡
の
道
し
る
べ
と
石
塔

❺ 

野
尻
町
北
の
児
午
多
産
神

　

江
戸
時
代
に
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
小
牛
田
山

神
を
祀
っ
た
石
塔
で
、文
政
四
年（
1
8
2
1
年
）に

安
産
子
育
て
を
祈
願
し
て
建
て
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。下
部
に
は
二
十
二
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
が
、願
い
が
込
め
ら
れ
た
当
て
字
の
力
強
さ
が

良
い
で
す
。

　
三
体
の
お
地
蔵
様
に
つ
い

て
の
謂
れ
は
不
明
で
す
が
、

年
中
手
入
れ
が
さ
れ
地
域

の
方
々
に
大
切
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
寛
政
六
年

（
1
7
9
4
年
）に
太
兵
衛

と
い
う
人
が
建
て
た「
三
界

萬
霊
供
養
塔
」と
嘉
永
七
年

（
1
8
5
4
年
）の「
馬
頭
観

世
音
」が
並
ん
で
い
ま
す
。

❶ 

深
野
の
三
地
蔵

10 

二
口
峠
の
塩
釜
大
明
神

　

文
化
十
一
年（
1
8
1
4
年
）に
塩
釡
の

魚
を
扱
っ
た
仙
台
の
商
人
た
ち
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
石
塔
で
、峠
の
難
所
を
生
魚

が
無
事
に
越
え
ら
れ
る
よ
う
願
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

前
面
と
側

面
に
世
話
人

六
人（
大
町
・

新
傅
馬
町
・
肴

町
の
商
人
）を

含
め
、屋
号
の

付
い
た
名
前

が
四
〇
人
、屋

号
が
付
か
な

い
八
人
の
氏

名
と
修
験
者
、

石
工
の
名
前

が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

11 

山
伏
峠
見
晴
台
の

　 

出
羽
三
山
碑

　
二
口
峠
頂
上（
山
伏
峠
）を
山
寺
方
面（
馬

形
方
面
）に
二
百
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
峠
道
脇
に

見
晴
台
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、文
化
三

年（
1
8
0
6
年
）馬
場
の
有
志
が
建
立
し

た
湯
殿
山
大
権
現
碑
。

　
こ
こ
は
山
伏
の
修
行
の
場
所
と
も
思
わ

れ
る
険
し
い

断
崖
上
に
あ

り
、山
寺・村

山
盆
地
を
臨

む
彼
方
に
月

山
が
遠
望
で

き
ま
す
。旧

峠
道
は
荒
れ

て
い
る
の
で

案
内
者
が
必

要
で
す
。

❻ 

野
尻
秋
葉
神
社
入
口
の

　 

山
の
神

　

秋
保
大
滝
の
鳥
居
の
西
側
に
高
さ
３
ｍ
も
あ
る

「
大
聖
不
動
明
王
」の
石
塔
、大
聖
は
尊
称
の
意
味

で
、文
化
八
年（
1
8
1
1
年
）に
建
て
ら
れ
、右
側

面
に
は「
湯
殿
山
」、左
側
面
に
は「
象
頭
山（
ぞ
う
ず

さ
ん
）」下
部
に「
日
本
回
国
供
養
當
邨
行
者
施
主
太

作
」と
あ
り
ま
す
。

　
（
太
作
は
知
足
上
人
の
俗
名
で
、文
化
元
年

（
1
8
0
4
年
）か
ら
文
政
五
年（
1
8
2
2
年
）に

か
け
奥
州
各
地
を
巡
錫
し
て
浄
財
を
集
め
、文
政
八

年（
1
8
2
5
年
）に
現
在
の
不
動
堂
を
建
立
し
本

尊
を
安
置
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。象
頭
山
と
は

釈
迦
が
修
行
し
説
法
し
た
イ
ン
ド
中
部
の
山
の
こ

と
で
、金
毘
羅
大
権
現
が
鎮
座
す
る
琴
平
山
の
別

称
。）

　
鳥
居
を
入
っ
て
す
ぐ
の
所
に
あ
る「
奉
納
大
乗
妙

典
六
十
六
部
供
養
塔
」は
幕
末
の
文
久
二
年

（
1
8
6
2
年
）増
立
で
、願
主
は
肥
後
国
熊
本
の
藤

井
玄
伯
と
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、日
本
全
国
六
十
六

カ
国
を
巡
礼
し
、一
国
一
カ
所
の
霊
場
に
法
華
経
を

一
部
ず
つ
納
め
た
と
い
う
諸
行
の
記
念
碑
で
す
。

　
滝
見
台
の「
新
山
大
権
現
」は
、知
足
上
人
が
大
滝

に
身
を
投
じ
て
遷
化
し
た
文
政
十
一
年（
1
8
2
8

年
）の
後
、文
政
十
三
年（
1
8
3
0
年
）に
上
人
を

（
に
い
や
ま
大
権
現
）と
し
て
祀
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

❸ 

秋
保
大
滝

　 

木
食
上
人
縁
の
石
塔
　
　

❼ 

野
尻
町
頭
の
石
塔
群

　
元
禄
か
ら
文
化
年
間
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
大
小
の

供
養
塔
。一
番
小
さ
な「
一
南
無
阿
彌
陀
仏
」の
供
養

塔
が
元
禄
八
年（
1
6
9
5
年
）建
立
で
最
も
古
く
、

野
尻
の
二
十
二
戸
が
足
軽
に
取
り
立
て
ら
れ
て
約
三

十
年
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、享
保
十
年（
1
7
2
5
年
）の「
○
南
無
六
道

能
化
地
蔵
菩
薩
」は
、衆
生
が
そ
の
業
の
結
果
と
し
て

輪
廻
転
生
す
る
六
界
か
ら
諭
し
導
く
地
蔵
を
祀
っ
た

石
塔
で
す
。そ
し
て
安
永
七
年（
1
7
7
8
年
）建
立

の「
西
方
無
量
壽
佛
」（
西
方
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
如

来
の
こ
と
。）、明
和
九
年（
1
7
7
2
年
）と
文
化
八

年（
1
8
1
1
年
）建
立
の
庚
申
供
養
塔
が
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
塔
主
・
施
主
名
に
は
姓
名
が
刻
ま
れ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

❽ 

二
口
街
道
路
傍
の
地
蔵
様
　

　

建
立
の
経
緯
は
不
明
で

す
が
よ
く
見
る
と
、お
地
蔵

様
が
線
彫
り
さ
れ
た
手
の

込
ん
だ
趣
の
あ
る
供
養
塔

で
、縁
の
人
の
お
供
え
が
絶

え
な
い
石
塔
で
す
。

　

山
の
恵
み
と
山
仕
事
の
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て

建
立
し
た
山
神
碑
。

　
寛
政
三
年（
1
7
9
1
年
）に
野
尻
町
組
中
が
建

て
た
も
の
と
、昭
和
九
年（
1
9
3
4
年
）に
野
尻
製

炭
組
合
が
建
て
た
も
の
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
二
口
の
名
の
由
来
と
言
え
る
道
し
る
べ
は
、い
つ

頃
か
ら
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、藩
境
出
入
り

監
視
役
と
し
て
登
用
さ
れ
た
二
戸
の
佐
藤
家
は
、正

保
二
年（
1
6
4
5
年
）に
境
目
守
と
し
て
任
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
脇
に
は
、寛
政
五
年（
1
7
9
3
年
）の「
庚

申
供
養
塔
」、嘉
永
七
年（
1
8
5
4
年
）の「
湯
殿

山
」碑
が
あ
り
、こ
こ
が
街
道
の
分
か
れ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

真西に月山を望む断崖の見晴しに立つ


